
〔センターの基本事項〕

〔センターの運営方針・指針等〕

〔センターの拠点整備〕

〔ボランティアセンター運営委員会〕 〔ボランティア連絡協議会〕

〔財源〕
― ○
― ○
○ ○
― ―
― ―

工夫点

課題点 ― 課題点

規 約 有

新たな加入団体がない。
団体内の高齢化。若い人の加入がない。

―

協議会構成
会長１名、副会長２名、会計１名、監事２名、理事５名の１１名で
役員を構成。ボランティア連絡協議会に加盟している２１団体の代
表者が幹事となり、運営委員を構成

活動場所の提供

フリースペースの設置

資機材等の貸出

福祉体験器具等の貸出

工夫点
あくまで、ボランティアの皆さんが主催
の会であるため、企画・会議等を開催す
る場合も三役とは事前打合せを行う。

名称 塩尻市ボランティア連絡協議会

社協役員　３名、社協支部　３名、ボランティア　２名、
民生児童委員　１名、福祉団体関係者　２名、行政　２名
地域福祉の推進に熱意のある者　２名　計１５名で構成

規 約

―

登録グループの専用ポスト
の設置

情報掲示板・チラシ提供ス
ペースの設置

名 称 福祉のまちづくり推進委員会

昭和63年5月24日設立

組織の有無 有

○

有組織の有無 有

そ の 他

人
件
費

事
業
費

独 自 財 源

事業への関わり

6名 3名
3名

〒399-0786　塩尻市大門六番町4-6
            塩尻市保健福祉センター2階

塩尻市社会福祉協議会の基本理念「みんなが安心して、しあわせに暮らせる地域づくり」、基本目標「ひろげよう
夢、育てよう福祉のこころ～住民主体の福祉コミュニティの創造をめざして～」運営方針・指針としている。
重点目標として、本年度から始まる第４次地域福祉活動計画「ささえあいしおじり福祉プラン」を実践し、より住
みやすい地域づくりを一層推進する。

―

○

○

○

○

情 報 誌
ボランティアつうしん
年6回発行

そ の 他

独 自 財 源
共 同 募 金
委託料・補助金
民 間 助 成 金

委託料・補助金
民 間 助 成 金

社協会費収入

土日祝を除く

塩尻市委託金、塩尻市社協補助金

来 所 者 数 年間　13,251名
地域福祉推進センター

窓口の様子

委員構成

規約は、昭和61年11月8日に設立

Ｈ Ｐ ア ド レ ス ―
正規

共 同 募 金

テーブル（４つ）イス（16脚）設置

印刷機・コピー機（有料）、プロジェクター・スクリーン等の機材（無料）、各種ゲーム用品等の遊具（無料）
対象者：市内で活動されるボランティア団体・市内の地域福祉活動を行う団体

高齢者疑似体験セット、白杖、点字器、車イス、ユニバーサルデザイングッズ、ＤＶＤなど
無料、対象者：市内で活動されるボランティア団体、,市内の地域福祉活動を行う団体、市内学校

嘱託
職 員 数

臨時 ― その他

開 所 日 と 時 間
平　日 8:30～17:15

無料、対象者：センターに登録いただいたボランティア団体・サークル

電 子 メ ー ル tiikibora-shakyo@cube.ocn.ne.jp

所 在 地

0263-52-2795 0263-53-5058電 話 Ｆ Ａ Ｘ

≪塩尻市≫ 地域福祉推進センター 

mailto:tiikibora-shakyo@cube.ocn.ne.jp


〔業務及び事業について〕

○ ○
○
○
○

○
○
―

○ ○

― ○

○

○

○

○

その他の事業

6校

送迎サービス会 委

ひとり暮らしの高齢者の孤独の解消及び安否確認のため
福祉委員（民生委員）を通じておたよりを配布。　介護
予防の運動や身体に良い簡単メニューの紹介、季節に
あった話題などを掲載。
作成はセンター職員、内容はセンター内で検討する。

福祉自動車の貸し出し事業 共

・実行委員会を立ち上げ、企画運営
「しおじりボランティアの集い」　年1回開催
　市内で活躍するボランティアグループの活動紹介等
「ボランティア交流会」　年3回開催
　他グループとのボランティア仲間との親睦を深める目的で内容考案。（本年
度：昼食会、グループワーク、料理講習会）

ボランティア広報誌・情報誌の発行

広報・啓発

高等学校

・介護サポーター養成講座内の高齢者疑似体験（講師：センター職員）

・地区ボランティアの研修会にて高齢者疑似体験（講師：センター職員）

・高齢者元気づくり事業のサロン内で防災講座（講師：センター職員）

・サマーチャレンジボランティア

　中学生以上（市民）を対象に、地域福祉・高齢者・障害者・児童分野の施設や企画に出向き体験をする事で、福

祉やボランティアについて学び、日頃からボランティア活動をしてもらうきっかけとして開催。

一般対象 委

小 学 校 9校

共

ふれあい祭り等の開催 ―

相互交流・ネットワークづくり
ボランティアの集い 共・委

ホームページの運営 ―

―

ひとり暮らし高齢者情報誌
「お元気ですか？」発行

独

教員・学校関係者対象

未経験者向け 委

活動者向け 委

・福祉体験学習交流研究集会（講師：市内ボランティア活動者、センター職
員）
市内学校の福祉学習担当の先生に出席いただき、障害のある方から、子ども達
にどんな事を伝えていって欲しいのか、どんな指導を行ってもらいたいのか等
の講話を行い、実際のプログラムを実践する。また、社会福祉協議会よりどん
な支援ができるのかを紹介し、学校との情報交換を行う。

中 学 校

ボランティア講座

委

委

大学・短大・専門学校生対象

福祉教育協力校への助成事業 委
総 額 540,000円 １校あたり

委

3校 そ の 他 ―

高校生対象

・福祉・ボランティア・障害について（講師：センター職員、市内ボランティア活動者）

・体験授業（点字・手話・車イス・高齢者疑似・ユニバーサルデザイン・地区ボランティア・フロアホッケー等）（講師：センター職員、市内ボラン

ティア活動者）

・講演会（講師：市内ボランティア活動者）講義だけではなく、実際を体験するプログラムを提供している。「大変、可哀想、怖い」といったイメー

ジだけになるような体験ではなく、障害があっても（道具が必要であっても）できる事がある事を学んでもらうようなプログラムの考案をする。

授業については、ボランティアの方に講師をお願いする場合もある。

・サマーチャレンジボランティア（中学生以上対象）中学生以上（市民）を対象に、地域福祉・高齢者・障害者・児童分野の施設や企画に出向き体験

をする事で、福祉やボランティアについて学び、日頃からボランティア活動をしてもらうきっかけとして開催。

上限30,000円

・福祉・ボランティアについて（講師：センター職員）

・災害ボランティアの必要性～地域での支え合い模擬マップを通じて～（講師：センター職員）

・講演会（講師：センター職員）

施設に行ってボランティアをすることだけが、ボランティアではない。自身の身近にボランティアを行うきっかけ

がある事を知り、自分の地域や自分自身が出来る事に目を向ける機会を設ける為に開催。

・サマーチャレンジボランティア

中学生以上（市民）を対象に、地域福祉・高齢者・障害者・児童分野の施設や企画に出向き体験をする事で、福祉

やボランティアについて学び、日頃からボランティア活動をしてもらうきっかけとして開催。

・サマーチャレンジボランティア
中学生以上（市民）を対象に、地域福祉・高齢者・障害者・児童分野の施設や
企画に出向き体験をする事で、福祉やボランティアについて学び、日頃からボ
ランティア活動をしてもらうきっかけとして開催。
・要約筆記講座（講師：市内ボランティア活動者）
要約筆記を知ってもらうために、短大の授業にて実践も含めて講義を行う。

委

相談・コーディネート
ボランティア保険加入事務
ボランティア・ＮＰＯへの助成
各種情報提供 独・共・委

小中学生対象

未経験者向けの講座内容と同様

・奉仕員養成講座（手話・要約筆記・点字・朗読）―それぞれの通訳士やボランティアに講師を依頼し、地域で生

活をしている方がより安心して生活が出来るようにサポートする人材を育てる事を目的に開催。

・ホップ・ステップ・ボランティア体験講座―市民（特に小中高生）を対象に、ボランティア団体に講師になって

もらい、手話・要約筆記・点字・朗読・読み聞かせ・道化師などの体験を通して、ボランティアを知る機会を設け

る。

・傾聴講座―人とのコミュニケーションをとる方法として、人の話を聞く姿勢について学ぶ。

・サマーチャレンジボランティア―中学生以上（市民）を対象に、地域福祉・高齢者・障害者・児童分野の施設や

企画に出向き体験をする事で、福祉やボランティアについて学び、日頃からボランティア活動をしてもらうきっか

けとして開催。

・災害ボランティア講座―災害ボランティアセンター立ち上げ訓練などを行う中で、災害時のボランティア活動の

必要性や災害ボランティア登録について学ぶ。

車イスの乗車できる福祉自動車を、塩尻市内の方に対し
て行う。
予約制で先着順。電話での予約も可能である。事前に申
請書・誓約書の記入提出が必要。提出の時には、運転者
の免許証と印鑑も必要となる。貸出期間は４日以内。利
用料は燃料代実費。返却の時にガソリンを満タンにし、
領収書を持参していただく。

市内に居住する方で移動困難な高齢者・障害者、公共機
関の利用が困難な方・日常生活が経済的に困難な世帯の
方で、予め登録された方（利用会員）に対して行う。
（職員による訪問・面談あり）運転は、送迎サービスの
目的を理解・賛同してくださるボランティアの方（協力
会員）で、自身の車で送迎を行う。
利用目的としては、通院などに使用。利用会員は利用日
１週間前までにセンターへ予約を入れる。毎月片道４回
までの利用制限、利用料は燃料代実費、協力会員に降車
時に支払いをする。介助が必要な方は対象外。

福祉教育・ボランティア学習ボランティア活動支援
独・共・委

独・委
共・委



〔事業計画・センター運営等について〕

・ボランティアセンターの認知度をあげる工夫について

連携・協働先 連携・協働内容

― ―

― ―

○事業計画について
　毎年度の事業計画について、どのように計画を立案して
　いますか？

○センターにおける中長期計画について
　独自の中長期計画・アクションプラン等を作成していま
　すか？

担当部署・担当職員間で事業計画を立案している。

《強み》
センターが市街地にあり交通の便がよい。行政所有の施
設内にあるため、行政と連携が取りやすい。

《弱み》
センターの独自性のＰＲ不足

○他市町村社協ボランティアセンターについて
　センター運営や事業実施に関して、他市町村社協ＶＣに聞いてみたいことや知りたいことなど

○ＶＣ見取り図

名称：地域福祉活動計画
内容：ボランティア普及啓発・研修・連携・支援、福祉
教育

―

―

○連携するＮＰＯや関係機関について
　ＶＣの事業・運営において連携・協働しているＮＰＯや関係機関等はありますか？

○アドバイザー等について
　センターの運営や事業実施に関して、アドバイザー等の
　助言者はいますか？

○社協ＶＣ以外の中間支援機関について
　社協が運営するＶＣとは別に、他団体が運営する中間支
　援機関が地域内にありますか？

― ―

○センターの強みと弱みについて
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ボランティアセンターの重点事業について 

事業名 福祉教育 

目的 子どもたちを対象に体験を通じて、福祉やボランティアを知ってもらうため。 

開催頻度 各学校、各地域の希望に合わせて開催。（年間通じて） 

内容 

・教科書や先生方の希望を伺い、プログラムを作成・提供。センター職員が講師に

なる場合や地域住民の方に講師になっていただく場合があります。 

＜実施した内容＞ 

・福祉・障害・ボランティアについての講話 

・体験講座（点字・手話・要約筆記・車イス・高齢者疑似・ユニバーサルデザイン・

地区ボランティア・模擬マップ・フロアホッケー・防災講座等） 

・講話会（障害の理解、福祉の仕事について） 

・ホップ・ステップ・ボランティア体験講座 

対象者 塩尻市民 

企画のポイント 

事業成果 

体験しながら福祉・ボランティアに触れてもらう事で、「楽しい・面白い」といった

イメージの福祉・ボランティアを知っていただける機会とする。 

参加者の声や 

その後の動き 

など 

・施設に行く事だけがボランティアでない事を知った。 

・ちょボラ（ちょこっとボランティア）から始めて行きたい。 

・障害があっても、僕たちと変わらないと思った。すごいと思った。 

・手伝ってもらう事や協力してもらう事は素敵だと思った。 

・面白かった。すごく勉強になった。 

・やった事がない体験を色々出来て良かったです。 

・いろいろなボランティアがある事を知った。 

・自分が出来る範囲で出来る事がある事を学んだ。 

・親子で理解を深めていきたい。 

事業の様子 



福祉教育 

  

 

  
 

  
 

小中高校、または地域で。 

それぞれが学びたい事、考えたい事に合わせて、 

プログラム提供をしています 

ホ ッ プ ス テ ッ プ ボ ラ ン テ ィ ア 講 座

  

  

  

手話・要約筆記・点字・朗読・読み聞かせ・特技 

様々なボランティアを体験していただく為に、ボ

ランティアの方に講師になってもらい、スタンプ

ラリーをしながら回りました。 

 


